
改革はこの2年間で着実に進んでおります。

「KAIKAKU 2019 for NEXT100」の最終年度にあたる本年度、

ヤマトグループの総力を結集し、次の100年を見据えた経営基盤の

強化をやり遂げるとともに、新たな挑戦をスタートさせます。



仕組みや体制を抜本的に





上流領域に合わせて下流領域を作り替える

EC市場に対する最適解を導き出す



持続的な企業価値向上に向けてESGを推進

　言うまでもなく、当社グループの主力サービスは宅急便で

す。しかしながら、宅急便がEC市場に対する物流の最適解




